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光 の 家
THE LIGHT HOUSE FOR THE BLIND
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主
は
言
わ
れ
る
、
わ
た
し
が
あ
な
た

が
た
に
対
し
て
い
だ
い
て
い
る
計
画

は
わ
た
し
が
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

災
い
を
与
え
よ
う
と
い
う
の
で
は
な

く
、
平
安
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
あ
な
た
が
た
に
将
来
を
与

え
、
希
望
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

エ
レ
ミ
ヤ
書　

第
二
九
章　

一
一
節

マレーシア館で踊る利用者（於：EXPO2025大阪・関西万博会場）

八
月
に
入
り
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
ど

う
か
お
障
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
地
域
に
開
か
れ
た
未
来

志
向
型
の
施
設「
光
の
家
ワ
ー
ク
・

プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
」
が
い
よ
い
よ

稼
働
し
始
め
ま
し
た
。
光
の
家
利

用
者
の
活
動
の
場
が
広
が
る
と
同

時
に
地
域
の
皆
様
が
ご
利
用
で
き

る
多
く
の
機
能
を
備
え
て
お
り
、

全
国
紙
の
福
祉
新
聞
に
も
こ
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
で

詳
し
く
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
各
施
設
の
旅
行
や
夏
祭

り
等
多
く
の
場
面
で
「
生
活
に
お

け
る
喜
び
」
を
体
感
さ
れ
て
い
る

光
の
家
利
用
者
の
生
き
生
き
と
し

た
表
情
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
、
光
の

家
の
利
用
者
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
が
神
の
祝
福
で
満
た
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
理
事
長　

石
渡　

健
太
郎
）

巻

頭

言
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私
た
ち
社
会
福
祉
法
人 

東
京
光

の
家
は
、
視
覚
障
害
者
を
中
心
と
し

た
福
祉
施
設
と
し
て
百
年
以
上
の

歴
史
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
平
成
二
十
五
年
一
月
に
初

め
て
知
的
障
害
者
を
対
象
と
し
た

通
所
就
労
施
設
「
光
の
家
就
労
ホ
ー

ム
」
を
開
設
し
、
全
て
が
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
挑
戦
が
始

ま
り
ま
し
た
。

開
設
当
初
、
利
用
者
数
は
わ
ず
か

十
数
名
と
い
う
小
規
模
で
し
た
が
、

〇
か
ら
一
を
作
り
出
す
大
変
さ
の

中
で
石
渡
理
事
長
を
は
じ
め
、
職
員

と
利
用
者
が
共
に
汗
を
流
し
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
現
在
、
作
業
内
容
の
充
実
と
明

る
い
雰
囲
気
が
評
判
と
な
り
、
利
用

者
数
は
五
十
名
に
ま
で
増
加
。
特
別

支
援
学
校
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
か

ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
地
域
で

も
人
気
の
事
業
所
へ
と
成
長
を
遂

げ
ま
し
た
。

こ
の
成
長
と
と
も
に
既
存
の
施

設
は
手
狭
と
な
り
、
新
た
な
活
動

環
境
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
奇
跡
的
に
隣

の
敷
地
を
取
得
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
新
施
設
「
光
の
家
ワ
ー
ク
・
プ

レ
イ
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
計
画
が
始

動
。
計
画
か
ら
引
き
渡
し
ま
で
約
五

年
、
そ
の
道
の
り
は
決
し
て
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石
渡
理

事
長
、
職
員
一
同
の
情
熱
と
努
力
に

よ
っ
て
、
令
和
七
年
五
月
十
五
日
に

新
施
設
が
完
成
し
、
六
月
か
ら
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

光
の
家
ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン

タ
ー
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
だ
け
で

な
く
地
域
に
も
貢
献
す
る
場
と
し

て
、
多
彩
な
設
備
を
整
え
ま
し
た
。

一
階
に
は
一
般
の
方
も
利
用
で
き

る
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
と
L
E
D
野

菜
栽
培
設
備
を
設
置
。
新
鮮
な
レ
タ

ス
や
食
用
花
を
育
て
な
が
ら
、
農
福

連
携
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
二
階
に

は
利
用
者
の
新
た
な
活
動
ス
ペ
ー

ス
、
三
階
に
は
講
堂
と
マ
ッ
サ
ー

ジ
ホ
ー
ム
、
そ
し
て
四
階
に
は
ス

ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
と
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー

ム
を
備
え
、
テ
ニ
ス
、
バ
ス
ケ
、
卓

球
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
が
楽
し
め

る
空
間
を
提
供
。
利
用
者
の
活
動
環

境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
に

考
え
つ
つ
、
今
後
は
地
域
に
も
徐
々

に
開
放
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
し
い
施
設
の
誕
生
を
祝
う

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
で
は
、
地
域
や
関

係
者
の
皆
さ
ま
百
名
以
上
の
ご
出

席
を
賜
り
ま
し
た
。
石
渡
理
事
長
か

ら
未
来
志
向
の
福
祉
施
設
と
い
う

こ
と
で
「
利
用
者
の
環
境
の
充
実
と

地
域
貢
献
」
を
テ
ー
マ
に
新
施
設
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
当
法
人
の
視
覚
に
障
害
を
持

つ
方
々
で
結
成
さ
れ
た
光
バ
ン
ド

に
よ
る
お
祝
い
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
更
に
は
そ
の
演
奏
中
に
飛
び
入

り
で
光
の
家
就
労
ホ
ー
ム
の
利
用

者
の
ダ
ン
ス
が
加
わ
り
、
視
覚
に
障

害
を
持
つ
方
々
、
知
的
に
障
害
を
持

つ
方
々
の
コ
ラ
ボ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
な
り
、
式
典
は
笑
顔
と
感
動
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
新
施
設
の
見
学

後
、
一
階
の
食
堂
に
て
当
施
設
が
運

営
す
る
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
カ
ナ

ン
」
よ
り
ス
イ
ー
ツ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
や

L
E
D
野
菜
を
使
っ
た
料
理
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
も
大
変
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

光
の
家
ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン

タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
大
切

に
し
つ
つ
、
新
た
な
歴
史
の
幕
を
開

け
ま
し
た
。
こ
の
場
所
が
、
利
用
者

の
皆
さ
ま
、
地
域
の
方
々
、
そ
し
て

支
援
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
未
来
を

紡
ぐ
拠
点
と
な
れ
る
よ
う
、
職
員
一

同
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
東
京
光
の
家
の
活
動
に
ご
注
目

い
た
だ
き
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
歴
史
の
幕
開
け

～
新
施
設
「
光
の
家
ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
」
の
誕
生
～

光
の
家
就
労
ホ
ー
ム 

関
口 

仁
朗
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令
和
七
年
六
月
四
日 
「
光
の
家

ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
が
、
三
階
講
堂

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

未
来
志
向
の

光
の
家
ワ
ー
ク
・

プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
！

１階

作業室

マッサージホーム（２ベッド）
バスケット
ゴール

プレイゾーン

紙漉き作業場

講堂ステージ（オープニング
式で演奏する光バンド）

作業場が
大部屋になりました。
紙漉き作業も

ゆとりの広さになりました！

講堂では、
ワーク・プレイセンター
オープニング式が行われ、
こけら落としとして、
光バンドによる
ミニ演奏会も
行われました。

3階 2階

光の家ワーク・プレイセンターの設備紹介

プレイゾーンでは、
様々なスポーツを

楽しむことができます。
この他に、カラオケルームも

完備しています。

4階

光の家ワーク・
プレイセンター

外観

食堂ふれあいカフェ 新技術 LED 野菜工場
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今
年
度
の
新
生
園
の
「
外
出

行
事
」
に
て
、
西
武
園
ゆ
う
え
ん

ち
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
埼
玉
県

所
沢
市
に
位
置
す
る
「
西
武
園
ゆ

う
え
ん
ち
」
は
乗
り
物
だ
け
で
な

く
、
二
〇
二
一
年
の
リ
ニ
ュ
―
ア

ル
で
昭
和
レ
ト
ロ
な
街
並
み
の
商

店
街
を
再
現
し
、
キ
ャ
ス
ト
に
よ

る
熱
気
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
体
験
で
き
ま

す
。ま
た
昭
和
の
大
怪
獣「
ゴ
ジ
ラ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

栄
光
園
の
二
泊
旅
行
で
は
、
今
世

界
一
番
の
ト
レ
ン
ド
ス
ポ
ッ
ト
、
大

阪
を
訪
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、『
太
陽
の
塔
』
と
、『
国

立
民
族
学
博
物
館
（
み
ん
ぱ
く
）』
を

見
学
し
ま
し
た
。
栄
光
園
で
お
仕
事

を
い
た
だ
い
て
い
る
ご
縁
も
あ
り
、
特

に
担
当
す
る
利
用
者
・
職
員
に
と
っ
て

は
訪
問
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
今
回
の
旅
の
メ
イ

ン
と
な
る
『
大
阪
・
関
西
万
博

二
〇
二
五
』
を
訪
れ
ま
し
た
。
人
気

ン
も
、
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
班
、

商
店
街
で
昭
和
の
雰
囲
気
を
味
わ

う
班
に
分
か
れ
、
最
後
に
は
お
土

産
を
買
い
込
ん
で
と
て
も
充
実
し

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
中
に
は
「
昭
和
」
と

い
う
時
代
を
知
ら
な
い
方
が
い
ま

す
が
、
今
回
の
外
出
を
通
し
て
見

聞
が
広
め
ら
れ
、
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

の
ア
メ
リ
カ
館
や
フ
ラ
ン
ス
館
を
は

じ
め
、
世
界
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を

見
学
し
た
り
、
Ａ
Ｉ
で
道
案
内
を
し

て
く
れ
る
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
体
験
を

し
た
利
用
者
も
お
り
、
未
来
の
技
術

や
国
際
色
豊
か
な
展
示
に
触
れ
る

貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
全
長
二・
六
㎞
と
日

本
一
長
い『
大
阪
天
神
橋
筋
商
店
街
』

を
散
策
し
、
大
阪
グ
ル
メ
の
食
べ
歩

き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

『
太
陽
の
塔
』
か
ら
、
過
去
・
現

在
・
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
万
博

と
、
大
阪
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
味

わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新 生 園

新
生
園
　
外
出
行
事

令
和
七
年
六
月
二
十
四
日（
火
）・
二
十
五
日（
水
）

於
：
西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち

栄 光 園

栄
光
園
　
二
泊
旅
行

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日（
木
）～
二
十
八
日（
土
）

於
：
大
阪
・
関
西
万
博

人気の「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」の前で

昭和レトロを実体験！

大阪・関西万博に行ってきました～ !!

本物の「太陽の塔」だぁ～
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500㎞／ｈでぶっとぶぞ ! !

桔梗信玄ソフト美味しい～！

今
年
の
神
愛
園
の
旅
行
は
二
班

に
分
か
れ
、
第
一
班
で
は
日
光
・

鬼
怒
川
、
第
二
班
で
は
伊
東
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

第
一
班
の
日
光
・
鬼
怒
川
旅
行

で
は
世
界
中
の
有
名
な
建
造
物
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
が
集
う
東
武
ワ
ー
ル

ド
ス
ク
エ
ア
や
日
光
名
物
の
華
厳

の
滝
な
ど
、
短
い
時
間
な
が
ら
充

実
し
た
旅
で
し
た
。

第
二
班
の
伊
東
旅
行
で
は
、

城
ヶ
崎
海
岸
へ
行
き
、
吊
り
橋
を

渡
っ
た
り
、
伊
東
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

心
配
さ
れ
た
連
日
の
雨
も
止
み
、

程
よ
い
曇
り
空
の
過
ご
し
や
す
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

信
玄
餅
工
場
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で

は
、
信
玄
餅
や
信
玄
生
プ
リ
ン
の

製
造
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。
見

学
の
出
口
に
は
お
土
産
屋
と
カ

フ
ェ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
買
い

物
や
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む
が
で
き

ま
し
た
。
他
に
も
お
菓
子
が
格
安

で
売
ら
れ
て
い
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
も

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
目
移
り
し
て
し

で
遊
覧
船
に
乗
っ
た
り
、
ゆ
っ
た

り
と
し
な
が
ら
も
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
班
で
も

今
年
か
ら
導
入
さ
れ

た
中
央
線
の
グ
リ
ー

ン
車
に
乗
り
、
優
雅

で
快
適
な
移
動
が
で

き
ま
し
た
。

ま
い
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入

口
直
ぐ
の
リ
ニ
ア
の
試
験
車
両
前

で
集
合
写
真
を
撮
り
、
見
学
が
始

ま
り
ま
し
た
。
リ
ニ
ア
開
発
の
歴

史
や
リ
ニ
ア
の
仕
組
み
等
が
分
か

り
や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

名
物
で
あ
る
桔
梗
信
玄
ソ
フ
ト

を
食
べ
た
り
、
み
ん
な
に
大
好
評

だ
っ
た
磁
力
走
行
が
体
験
で
き
る

ミ
ニ
リ
ニ
ア
に
乗
れ
た
り
、
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

神 愛 園

光
の
家
神
愛
園
　
一
泊
旅
行

令
和
七
年
六
月
十
七
日（
火
）～
一
八
日（
水
）／
日
光
・
鬼
怒
川

令
和
七
年
七
月
八
日（
火
）～
九
日（
水
）／
伊
東

就労ホーム

光
の
家
就
労
ホ
ー
ム
　 

一
日
外
出

令
和
七
年
六
月
十
二
日（
木
）

於
：
桔
梗
信
玄
餅
工
場
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー

遊覧船は海賊船 !?

迫力のある華厳の滝！
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今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
た
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
施
設
と
隣
接
し
て
い
る
公
園

で
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
こ
と
と
、

毎
年
、
手
慣
れ
た
職
員
が
櫓
を
組

み
立
て
手
作
り
感
満
載
の
夏
祭
り

で
す
が
、
当
日
は
利
用
者
含
め
約

七
〇
〇
名
が
公
園
を
埋
め
尽
く
す

「
A
I
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
」
は
、

視
覚
障
害
者
の
移
動
を
支
援
す

る
自
律
型
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
内

に
は
セ
ン
サ
ー
や
モ
ー
タ
ー
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
内
蔵
さ
れ
て
い
て
、

自
走
し
な
が
ら
目
的
地
ま
で
人
を

自
動
的
に
案
内
し
て
く
れ
る
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
障

害
物
や
人
を
し
っ
か
り
と
避
け
て

く
れ
ま
す
。

ほ
ど
の
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
小
中
学
生
の
元
気
一

杯
の
ダ
ン
ス
か
ら
始
ま
り
、
毎

年
恒
例
な
盆
踊
り
、
豊
田
囃
子
、

佼
成
太
鼓
、
最
後
は
盛
大
な
花
火

を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
提
灯
の
明

か
り
の
下
で
模
擬
店
や
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
で
い
る
利
用
者
の
笑

顔
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
今

年
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
に
も
参
加
し
て
頂
き
地
域
の

方
と
の
触
れ
合
い
も
あ
り
充
実

し
た
貴
重
な
時
間
を
送
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

日
本
科
学
未
来
館
の
館
長
で
、

I
B
M
フ
ェ
ロ
ー
で
も
あ
る
全

盲
の
浅
川
智
恵
子
氏
が
、
出
張
の

際
に
「
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
自
動
で

動
い
て
道
案
内
を
し
て
く
れ
た

ら
」
と
感
じ
た
こ
と
を
発
端
に
、

二
〇
一
七
年
頃
か
ら
同
氏
が
客
員

教
授
を
務
め
る
米
国
カ
ー
ネ
ギ
ー

メ
ロ
ン
大
学
の
研
究
室
を
中
心
に

開
発
が
始
ま
り
、
現
在
開
催
中
の

大
阪
・
関
西
万
博
に
も
出
品
さ
れ

て
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
連
日
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。 

人
間
の
ヘ
ル
パ
ー
無
し
で
、
視

覚
障
害
者
の
方
が
ど
こ
へ
で
も

行
け
る
未
来
が
来
る
と
良
い
で

す
ね
。

迫力のある佼成太鼓 !!

AI スーツケースの中は機器でいっぱい！

AI スーツケースが動き出しました！

最後は花火 !! 盆踊りで太鼓を叩いたよ～

令
和
七
年
七
月
十
九
日

於
：
旭
が
丘
東
公
園
　

旭
が
丘

  
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

EXPO2025
〜
Ａ
Ｉ
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
体
験
記
〜

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日
（
金
）

大
阪・関
西
万
博



会報第232号 2025.8.8

（7）

令
和
七
年
四
月
十
一
日
〜 

�

令
和
七
年
七
月
十
五
日

中
村 

修
士 

様	

玉
ね
ぎ	

七
kg

	

じ
ゃ
が
い
も	

五
kg

宮
田 

俊
晴 

様	

玉
ね
ぎ	

一
五
kg

桐
生 

修
行 

様	

ミ
ニ
ト
マ
ト	

一
〇
kg

浅
石 

常
勝 

様	

米	

二
七
kg

綾
木 　

潔 

様	

ス
イ
カ	

一
〇
玉

土
屋 

い
ち
子 

様	

サ
ク
ラ
ン
ボ	

三
kg

	

ス
イ
カ	

六
玉

青
木 

信
利 

様	

エ
ア
ロ
バ
イ
ク	

一
台

坂
本 　

武 

様	

じ
ゃ
が
い
も	

一
一
kg

井
川 

寿
美
江 

様	

雑
巾	

四
〇
枚

寄
付
者
名
簿

※�

紙
面
の
写
真
は
、
す
べ
て
ご
本
人

の
許
可
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

息を合わせてゴールをめざせ！

宙に舞う私

ソフトボールよ、飛べ！ 光の家で表彰台独占！

今
年
も
東
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
駒
沢
に
て
開
催
さ
れ
、

光
の
家
か
ら
多
く
の
利
用
者
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

身
体
部
門
の
開
催
日
は
生
憎
の

雨
天
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
頃

の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、
た
く
さ

ん
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
競
技
を
通
し
て
、

多
く
の
関
係
者
と
も
つ
な
が
り
を

持
て
た
素
晴
ら
し
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

第二十六回

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

令
和
七
年
五
月
二
十
五
日（
日
）（
知
的
部
門
）

　
　
　
　
五
月
三
十
一
日（
土
）（
身
体
部
門
）

於
：
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
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発　
　
　

行　

〒
一
九
一
︱ 

〇
〇
六
五

　

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
一
︱
一
七
︱
一
七

　

社
会
福
祉
法
人　

東

京

光

の

家

　

電　

話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二（
五
八
一
）九
五
六
八

✦
日
時
：
令
和
七
年
九
月
二
〇
日（
土
）　

開
場
一
四
時
・
開
演
一
五
時

✦
会
場
：
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル（
日
野
市
民
会
館
）

東
京
都
日
野
市
神
明
一
―
一
二
―
一

✦
交
通
：
Ｊ
Ｒ
中
央
線
日
野
駅
よ
り
徒
歩
一
五
分

バ
ス
…
Ｊ
Ｒ
中
央
線
日
野
駅
か
ら「
高
幡
不
動
駅
」
行
き
、

ま
た
は
京
王
線
高
幡
不
動
駅
か
ら「
日
野
駅
」
行
き
に
乗
り
、

「
日
野
市
役
所
」
バ
ス
停
下
車

✦
福
祉
協
力
券
：
一
枚
二
、〇
〇
〇
円（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

✦
司
会
：
高
田　

敏
江（
女
優
）

✦
お
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
福
祉
法
人 

東
京
光
の
家

電
話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

光
バ
ン
ド
S
D
Gs
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
5
愛
の
サ
ウ
ン
ド 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〜
更
な
る
地
域
と
の
交
流 

ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
開
設
!!
〜

光の家鍼灸マッサージホーム

【電話予約】
042 ｰ 581 ｰ 7109

光の家ワークプレイセンター 3F 東京光の家内 自立支援センター 1F

○はり ○あんま・マッサージ・指圧

清潔な施術室と真心こめた仕事で、皆様の健康に奉仕させていただきます。

日野市旭が丘3-6-6ワークプレイセンター3F
（JR豊田駅北口徒歩約18分）
JR中央線豊田駅北口から京王バス
「平山工業団地循環」乗車９分

日野市旭が丘１-17-17
光の家障害者自立支援センター1階
（JR豊田駅北口徒歩約12分）

【受付時間】10：00 〜 16：00
【定  休  日】毎週土曜日・日曜日・祝日
【料  金  表】

【施術時間】9：00 〜 17：00 金曜日は 10：00 〜
【定  休  日】毎週水曜日
【料  金  表】

施術時間 15分 30分 70分 100分

マッサージ 1,300円 2,500円 3,800円 5,000円

はり

施術時間 30分 70分 100分

マッサージ 2,500円 3,800円 5,000円

はり 4,000円

★毎月一日はサービス日 
　( 500円割引の日）
★サービス券発行
★日野市機能回復 
　施術券受付
★駐車場有

東
京
光
の
家
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
に
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

★ 

期
日　

�

一
〇
月
十
三
日
（
月・祝
） 

一
〇
時
〜
十
五
時

★ 

会
場　

�

旭
が
丘
東
公
園 

（
東
京
光
の
家
前
）

★ 

提
供
品
に
つ
い
て
の
希
望

�

日
用
雑
貨
、
食
料
品
、
文
具
、

玩
具
、
古
本
、Ｃ
Ｄ
、
食
器
、

衣
類
（
新
品
同
様
の
も
の
）
等

★ 

お
断
り
し
て
い
る
も
の

‌�

家
具
、
洗
濯
機
等
の
大
き
な

電
化
製
品
、
中
古
の
電
化
製

品
、
百
科
事
典
、
布
団
、
ひ

な
人
形
や
五
月
人
形
、
ゴ
ル

フ
セ
ッ
ト
等

★ 
提
供
品
受
付
期
間

九
月
末
頃
ま
で

※�

ご
連
絡
頂
け
れ
ば
回
収
に
お
伺

い
致
し
ま
す
（
多
摩
地
区
の
み
）。

第
48
回 

東
京
光
の
家

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に

物
品
提
供
を

物
品
提
供
を


